
元上都路興州(河 北省隆化県)発 見の文書

宮澤 知之

『文物』2004年 第5期 に 、1999年 河 北 省 隆化 県 の洞 窟 で発 見 され た元代 文 物 の

簡 報 が載 ってい る。 隆化 県 博物 館 「河 北 隆化 鵠 子洞 元 代害 蔵 書」 で ある。報 告 に

よる と貴 重 な遺 物 の なか に6件 の文 書 が含 まれ て いた。6件 の文 書 は、1、 至 正 時

期 失 刺斡 耳 朶有 関 九春殿 炭 戸 夏衣 銭根 文 書 、2、 至 正 二十 一年 文 書 、3、 至正 二

十一 年 四月 民 間契約 、4、 至 正 廿二年 王清 甫典 地 契 、5、 民 間契 約 、6、 永 昌庫

放支 官 吏俸紗 賑 、 とタイ トル がっ け られ 、カ ラー 写真 が掲 載 され 、釈 文 が付 され

て い る。 第4文 書 が ほぼ 完全 に残 って い るの に対 し、他 の5件 は 断片 の た め、十

分 に 内容 を知 る こ とはで き ない状 態 で あ るが 、数 少 ない 元代 の文 書 と して貴 重 で

あ る。

私 は こ こで は貨 幣 につ い て注 目し新発 見の 文書 を紹介 した い。 貨幣 に関す る何

らか の言及 が あ るの は、1、3、4、5、6の 文 書 で あ る。 第3文 書 は 文書 の下

半 部分 が欠 損 した契約 書 で 「陸 拾 定」 が 見 え るだ けで あ る。第4文 書 は貨幣 で な

く穀 物 が支 払 い手 段 とな って い る。 第5文 書 は破 損 が 甚 だ しい うえ判 読 で き ない

部 分 が多 いた め 内容 は判 明 しない が 、契約 の銭 額 には 「料 紗 弐拾 定 」 とあ る。 こ

こで は第1・ 第4・ 第6文 書 を取 り上 げ る。 なお簡 報 の釈 文 に 問題 が あ る と思 わ

れ る箇所 は適 宜 改 め るが、 い ちい ち 注記 しない。 一 一は破 損個 所 、 □ は文 字 は あ

るが判 読 で きない部 分で あ る。

第1文 書 至 正時期 失刺 斡 耳朶 有 関九春殿 炭 戸夏 衣銭 粗 文書

失刺斡 耳朶

九春殿 炭戸 四十 一戸 毎年 合 関常川 夏衣 段疋 裏 見 口粗 井

折支砂 定 有 尚付使 王大使 趙 付使 石付使 年 月 一 一

(畠1」)(副)(畠IJ)
一一棲 子庫 内関領 到 ド項物 色 一 一一 一一 一一 一

一一 一一四十 一戸

一一正 六年 十一月 内 尚付使 判 一 一一 一一 一一

(副)

定 四十… 定毎 戸 一一 一一 一 一一

二十 両計散 詑 十六 定 一 一一 一一

廿 四定三f両

至正 七年 毎戸合 関衣 装等 物

衣 装 二 百八十 七件 毎戸合 関 七件止 散

詑 四件 毎 戸剋詑 三件 口剋落詑
一百 廿三件 白米三 十九石全行 剋 落

折支粗 銭 四十 七定全 行 剋落

失刺 斡 耳朶 に属 す る炭戸41戸 に夏衣 段疋 ・口糧 と折 支砂 定 を給 す る 文書 で ある。
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至正6年 分 の砂支 給 は 、41戸 で総 額41錠 だか ら毎 戸1錠 とい う計 算 の よ うであ る。

こ こに現 れ る数 字 は、41錠 、20両 、16錠 、24錠30両 で あ る。41錠=20両+16

錠+24錠30両 で数値 は きっ ち り合 うの で、文 書 中の砂 額 はす べ て揃 って い る と推

定 で きる。16錠 はす で に支 給 済み の額 で あ るか ら、24錠30両 は未 交 付分 で あ ろ

う。20両 は何 か判 明 しない が、支 給す べ き総額 か ら何 らかの理 由で控 除 され てい

る ら しい。

至 正7年 分 の衣 装 の支給 総額 は287件 、毎戸7件 であ る。 この うち毎 戸4件 が

支給 済み で3件 が未 給 ら しい。未 給総 額 は毎 戸3件 、全41戸 だ か ら123件 とな る。

糧 は現 物(白 米)と 砂(折 支根 銭)に よ る支 給 が あ る。 こ の糧 が衣 装 と別 に支給 さ

れ た のか 、ま たは123件 の衣 装分 が これ で支 給 され たの か、 さ らに 白米39石 、折

支糧銭47錠 が41戸 に どの よ うに分配 され た のか は不 明 であ る。

至 正6年(1346)・7年 とい えば至正10年 の幣 制改 革以 前 で あ るか ら、砂 は 至元

砂 と中統 砂 で あ る。 当時 の 国家財 政 が 至元砂 表 示 か 中統紗 表 示 か は は っき り しな

い。 印造 額 は 至元砂 の方 が は るか に多 い か ら、支 給 され る紗 は至元 紗 で あ ろ う。

しか し額 の表示 が どち らに よるか とい うこ とと関係 が ない。 も し毎 戸1錠 が 中統

砂 表 示 で ある な ら、 至元砂 で10両 が支 給 され る こ とにな る(至 元紗1貫=中 統紗

5貫)。 もち ろん至元 紗表 示 な ら支 給額 も同様 で ある。

第4文 書 至正廿二年王清甫典地契

口興州湾河川河西塞住人王清甫今為要銭使用無処展免今将 自己

塞後末谷俗祖業白地壱段約至伍日向河楊安白地両日向梨樹

毫白地両駒塞前面白地壱日向通該白地拾日向併無埜内今立

典契出典尚李塞王福元耕種為主両和議定典地価銭白

米玖碩粟柴碩当日両相併之不致短少不作年限白米粟

到地帰李主如米粟不到不計長年種佃立典契已後如

有遠近房親憐人前来争尭併不拝王福元之是口是

(隣)(境)

地王清甫壱面代賞承当不到恐後無懸故立

(償)

典契文字一一一一一一一一 □□

至正廿二年十二.月十三 日立典契人王清甫(押)

憐韓敬先(押)

(隣)

見人王七(押)

見人邪敬福(押)

書見人口文卿(押)

後 白

至正22年(1362)の 典 地契約 書 で あ る。簡 報 小結 に よる と興州 の前 の字 は大 で あ

る。 王清 甫 が出典 す る10駒(日 向は面積 の 単位 、元 末 の この地 方 の1日 向が い くらか
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は不 明 、1日 で耕 作 で き る面積 とい う)の 白地 の価銭 は 白米9石 ・粟7石 と取 り決

め られ た。民 間の契 約 が穀物 で の支払 い を約 束す る こ とは しば しば あ る こ とだ が、

至正22年 はす で に砂 の価 値 は か な り低 下 してお り、現 物 で契約 が結 ばれ る方 が現

実 的で あ る。

第6文 書 永 昌庫 放支 官 吏俸砂 賑
一一 一一 一□ 申乞放支 六

.月分官 吏俸 丘沙事
一一 一一 一一切相 同於 七月 二十 二 日用元 字 六

一 一一一 一一 一行 下永 昌庫 依数 放支 中

統 紗壱 拾 定弐拾 捌 両

口 弐 定 璋 拾 玖 両 一 一 一 一 一 一 一 一

永 昌庫 が支 出す る官 吏の俸 給 文書 で あ る。1行 目は タイ トル で あ ろ う。 紙 片 の

左側 に偏 って い るの で 、右 側 には別 の 内容 が 書 かれ て いた の で はな か ろ うか。 ま

た末 行 「弐 定璋 拾 玖 両」 は 、 こ こには 見 え ない右 側 の他 の 文書 で支 出 され る 中統

砂 の紗額 との合 計 で は ない だ ろ うか。年 月不 明 で あ るが、 背面 に暦 の一部 が印刷

され て い るこ とか ら、あ る程 度 の推 測 は可能 で あ る。 〔〕 は双 行

九月 小廓三 日丁 巳未 正初 刻霜 降 一 一

十 月大 軍五 日戊 子子 正二 刻 一 一一 一

とあ る部分 に注 目す る と、至正20年(1360)で あ る こ とが分 か る。貨幣 史 上で重 要

な年 は幣制 改革 の あ った至正10年 で あ り、暦 とは10年 の隔 た りが あ る。 写真 を

み る と、事 ・六 ・中の3字 が透 けて見 える暦 の罫 線 に あわせ て書 かれ て お り、 ま

た合 計値 と思 われ る末行 は透 けた暦 の 罫線 をな ぞ って濃 く した右側 の罫線 に あわ

せ て 書 いた もの ら しい。 つ ま り暦 が先 で 、そ の紙 背 に第6文 書 が書 かれ た と判 断

で き る。 そ うす る と第6文 書 は 至正20年 以 後 、元 朝最 末 期 の文 書 と推 定 で き る。

文書 中に 「中続 沙」10錠28両 とあ る 中統 砂 は、至 正幣 制 の も とでは2種 類 あ る。

その 関係 は

中統 新紗(至 正砂)1貫=至 元{沙2貫=中 統 旧{沙10貫

で あ る。至正10年 の 幣制 改革 以前 、至元{沙1貫=中 統 抄5貫 の レー トが あ るだ け

だ った が 、改革 で 中統 砂1貫=至 元紗2貫 とな った。 しか しこの 中統 砂 は 旧来 の

中統 紗 の裏 面 に 「至正 印 造元 宝 交紗 」 の 印 を押 して 至正 交紗 と称 した のにす ぎな

か っ たの で、 印 のな い 旧来 の 中統砂 が 事 実上残 るこ とに な った。財 政 上 は新 制 度

の 中統新 砂(至 正交紗)が 使 われ 、 民 間で は 旧来 の 中統 旧砂 に よる価格 計 算 が な さ

れ た。 以上 の こ とは少 な くと も南方 では確 実 で あ る。 そ こで元 朝 の最 末期 、南 方

で は 中央政府 の意 図 に反 して地 方政 府 が 民 間の通 貨 事情 に合 わせ 中統 旧砂 を基 準

にす えた ところ もあっ た。江 西 行省 吉 安路 のい わ ゆ る至 正 権砂 銭 は 中統 旧紗 と至

正通 宝 等 の銅 銭 を リンク した もの で あ る。 元 末 の通 貨事 情 につ い て は、 私 の 「元

代後 半期 の幣 制 とそ の崩壊 」(『 鷹 陵 史学』27号 、2001年)を 参 照 され たい。

さて この文 書 に見 え る 中統 交砂 は新砂(至 正砂)か 旧砂 か 、 いず れ で あ ろ うか。

俸 給 支 給 は財政 行 為 そ の もので あ るか ら、官 文書 と して俗称 で あ る至正 交紗 と書
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かず 、 中統砂 と書 いた 、支 給額 も新砂(至 正砂)に よる額 で あ る と見 なす のが 、 も

っ とも常識 的 な判 断の よ うに 思 われ る(支 給 され る紗 は至元 紗 か も知れ ない) 。 た

だ この場合 、興州 は国都 に近 く、 元最 末期 とい え ども民 間で も中央政 府 の 改革 ど

お り価値 が10倍 に高 め られ た中統 新紗(至 正 交砂)が 使 われ て い るか とい えば 、そ

れ は分 か らない。 民 間 では 北方 にお いて も中統紗 が幣制 改 革以 前 か ら一 貫 して価

格計 算 の基 準で あ る こ とか らす る と(舩 田善 之 「元代 史 料 と しての 旧本 『老乞 大』

一砂 と物 価 の記載 を中心 と して」『東 洋 学報 』83-1
、2001年)、 改革 で 突然 価値 が

10倍 に上 が っ た印 を押 した 中統紗 と、従 来 か らの無 印の 中統砂 が併 存 した ら、従

来渋 滞 どお りの価格 計 算 が な され たで あ ろ う し、一般 に貨 幣価値 に大 小 が あ る と

価 値 の小 さい方 が価 格 の基 準 にな るの が 自然 で あ る こ とか らも従来 どお り、 っ ま

り中統 旧紗 に よる価 格 計算 で経 済 生 活 がい とな まれ た可能 性 の方 が高 い はず で あ

る。 この よ うな こ とを想 定す る と、俸 給 にお いて も 日常 品 の購 入 な ど現 実 の生 活

に適合 す るた め民 間 にあ わせ た 中統 旧紗 が用 い られ た可能 性 を完 全 には否 定 で き

ない気 がす る。

中統 砂 の価 値表 示 が錠 両 表示 であ る こ と も注 目しな けれ ばな らない。 市 丸智 子

「元代 貨 幣 の貫文 ・錠 両単位 の別 につ い て一一 黒城 出土及 び徽 州 契約 文 書 を中心

として一一 」(『 社 会 経済 史学 』68-3、2002年)に よ る と、財 政上 は 一貫 して錠 両

表示 だ が 、民 間 で は貫文 表示 が普通 で、錠 両表示 が確 認 で きる のは 西北 部 と国都

だ けで あ る。 隆化 県発 見 の文 書 は大 都 の北 、 長城 を こえた 地域 で錠 両表示 が行 わ

れ てい た こ とを示 してい る。 これ まで 資料 不 足 で未確 認 で あ った こ とが判 明 した

わ けだ が 、北方 で は錠 両 表示 が広 が って いた の か も知 れ な い。 いず れ にせ よ元 朝

最 末 期 で なお官 吏 の俸 給 に価 値 の低 下 した砂 で の支 出 が継 続 して い た こ とを第4

文 書 の民 間の典 地契 が 実物 で結 ばれ た こ と と対比 す る と興 味深 い。

(みや ざわ ともゆき 佛教大学)
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